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◆これまでネコのＰＤ-１を認識するモノクローナル抗体は存在せず、本発明より得られた
 抗体が初めてのものである。

◆ネコＰＤ－１に特異的に結合し、かつネコＰＤ－１とネコＰＤ－Ｌ１との結合を阻害する作
用を有する抗体は、ネコにおいてｆＰＤ１とｆＰＤＬ１との結合によるＴ細胞の活性化抑制を
解除し、Ｔ細胞を活性化することができるため、ネコにおける免疫療法（例えば、がん免
疫療法）に有用である。
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発明の名称：抗ネコPD-１抗体

利用・用途・応用分野

ネコのがん・腫瘍の治療、抗体医薬の開発

目的・課題 解決ポイント

ネコの寿命の延長に伴いがんの発生
が増加している。ネコのがんに対する
新しい治療法として免疫チェックポイ
ント分子ＰＤ-１に対するモノクローナ
ル抗体を作製することを目的とする。

◆抗イヌPD-1抗体や抗ヒトPD-1抗体は猫PD-1
組換え蛋白（fPD1-hIg) をウエスタンブロッティン
グで認識できなかったことより1A1-2抗体は猫に

特異的な抗体であり、イヌやヒト抗体と異なるこ
とを確認した。

◆①ネコのPD-1分子をマウス線維芽細胞株
NIH3T3に過剰発現させた細胞（NIH3T3/fPD1）
を作製②ネコPD-L1とヒトIgFc領域との融合蛋
白fPDL1-Higを作製③ネコPD-1にマウスモノク
ローナル抗体1A1-2を作製④抗体の性状解析

⑤各抗体の重鎖及び軽鎖可変領域の塩基配列
を決定。これによりこの融合細胞が産生する抗
体がｆＰＤ１抗体(抗ネコＰＤ－１抗体)であること
を確認した。
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